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平成29年３月期連結業績予想の公表に関するお知らせ 

 

 平成 28 年６月８日付の当社取締役会において、平成 28 年５月 13 日に公表いたしました

「平成 28 年３月期 決算短信[日本基準](連結)」において未定としていた平成 29 年３月期

の連結業績予想について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

  記 

１.連結業績予想の公表について  

（１）平成 29 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想（平成 28 年４月１日～平成 28 年 

９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） － － － － － 

今回修正予想（Ｂ） 10,000 △380 △420 △470 △56.62 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － －  

増減率（％） － － － －  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 28年３月期第２四半期） 
6,289 △225 △252 △174 △21.46 

 

（２）平成 29 年３月期連結業績予想（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） － － － － － 

今回修正予想（Ｂ） 20,000 △800 △880 △980 △118.05 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － －  

増減率（％） － － － －  

（ご参考）前期通期実績 

（平成 28 年３月期） 
13,056 35 △23 5 0.62 
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２．公表理由 

 平成 28 年４月 15 日に公表した「当社と株式会社エフエルシーとの経営統合並びに株式交換契

約締結の合意、会社分割（吸収分割）による持株会社体制への移行、商号変更及び定款一部変更

のお知らせ」に記載のとおり、平成 28 年７月１日をもって株式会社エフエルシーと経営統合し、

持株会社体制へ移行する予定であります。平成 28 年５月 13 日時点では経営統合の影響について

合理的な算定が困難であったことから、業績予想の開示を行っておりませんでしたが、現時点で

入手可能な予測等を踏まえ業績予想の合理的な算定が可能となったため、予想値を公表いたしま

す。 

 

３．連結業績予想数値の根拠 

 宅配水業界において、昨今、大手企業による有力宅配水事業者の買収や大手企業と有力宅配水

事業者との資本業務提携など、業界再編の動きが目立っておりますが、このような状況の中で当

社は経営統合により、事業規模・資本規模を拡大し、顧客数が業界首位となり業界をリードする

競争力を確保しつつ、中長期的に安定した収益基盤の確立を目指しております。 

 当社は、新規顧客獲得のための人件費や販売促進費が先行して発生し、後からお客様に「定期

的」に「継続して」宅配水を購入していただく仕組みにより、中長期には安定した収益基盤を築

くことができる先行投資型かつストック型ビジネスモデルをとっております。 

 中長期的に安定した収益基盤を築き、安定成長による企業価値向上を目指すにあたり、平成 29

年３月度はその基礎を築くべく顧客数の増加に注力するものとし、その先行投資費用が発生する

ことから、「１.連結業績予想の公表について」に記載のとおりの数値を見込むこととなりまし

た。 

 なお、経営統合後に見込まれる顧客数増加に応じて必要となる資産取得支出等の資金需要を見

込み、平成 28 年４月 15 日に公表いたしました「新株予約権(非上場)の株主割当(無償割当て)に

関するお知らせ」に記載のとおり、平成 28 年６月 13 日を効力発生日とする新株予約権を発行す

ることにより、資本増強及び資金調達を行い財務基盤の強化を図ってまいります。当社の大株主

である株式会社光通信及びその連結子会社が割当てられる本新株予約権の全てを行使する意向

であるため、行使率は 53.4％を上回る見込みです。 

 

 

(注)上記の予想は、本資料の公表日現在において入手可能な情報に基づいており、実際の業績は今後様々

な要因によって予想と異なる場合があります。 

 

以  上 


